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　　　　　　　　以上

競技会でのチェック工程概要
競技会でのチェック工程概要競技会でのチェック工程概要
競技会でのチェック工程概要

・デリバリーエンジンの納品後から返却までの間は、オーガナイザーの保管・管理の
・デリバリーエンジンの納品後から返却までの間は、オーガナイザーの保管・管理の・デリバリーエンジンの納品後から返却までの間は、オーガナイザーの保管・管理の
・デリバリーエンジンの納品後から返却までの間は、オーガナイザーの保管・管理の

　下で取扱うものとする。
　下で取扱うものとする。　下で取扱うものとする。
　下で取扱うものとする。

２０２０JAFジュニアカート選手権シリーズ東地域第２戦本庄大会

ジュニア選手権 デリバリーエンジンに係るチェック工程
ジュニア選手権 デリバリーエンジンに係るチェック工程ジュニア選手権 デリバリーエンジンに係るチェック工程
ジュニア選手権 デリバリーエンジンに係るチェック工程

１．決勝前日（土曜日）のエンジン配付：
１．決勝前日（土曜日）のエンジン配付：１．決勝前日（土曜日）のエンジン配付：
１．決勝前日（土曜日）のエンジン配付：

（１）オーガナイザーより配付するエンジンの抽選を実施する。
（１）オーガナイザーより配付するエンジンの抽選を実施する。（１）オーガナイザーより配付するエンジンの抽選を実施する。
（１）オーガナイザーより配付するエンジンの抽選を実施する。

（２）抽選されたエンジン毎に、エントラント立会いの下で、以下の項目を確認する。
（２）抽選されたエンジン毎に、エントラント立会いの下で、以下の項目を確認する。（２）抽選されたエンジン毎に、エントラント立会いの下で、以下の項目を確認する。
（２）抽選されたエンジン毎に、エントラント立会いの下で、以下の項目を確認する。

     －各封印が設置された状態を確認。
     －各封印が設置された状態を確認。     －各封印が設置された状態を確認。
     －各封印が設置された状態を確認。

     －専用治具を用いてジョイントキャブレターの適合性を確認。
     －専用治具を用いてジョイントキャブレターの適合性を確認。     －専用治具を用いてジョイントキャブレターの適合性を確認。
     －専用治具を用いてジョイントキャブレターの適合性を確認。

     なお、確認に際してはオーガナイザーの指示・管理の下、実作業をヤマハ担当者が行う。
     なお、確認に際してはオーガナイザーの指示・管理の下、実作業をヤマハ担当者が行う。     なお、確認に際してはオーガナイザーの指示・管理の下、実作業をヤマハ担当者が行う。
     なお、確認に際してはオーガナイザーの指示・管理の下、実作業をヤマハ担当者が行う。

（３）確認の後、エントラントにエンジンを配付（受渡）する。
（３）確認の後、エントラントにエンジンを配付（受渡）する。（３）確認の後、エントラントにエンジンを配付（受渡）する。
（３）確認の後、エントラントにエンジンを配付（受渡）する。

２．決勝前日（土曜日）のエンジン回収：
２．決勝前日（土曜日）のエンジン回収：２．決勝前日（土曜日）のエンジン回収：
２．決勝前日（土曜日）のエンジン回収：

    特にチェック項目は定めない。外観等任意の確認を行う。
    特にチェック項目は定めない。外観等任意の確認を行う。    特にチェック項目は定めない。外観等任意の確認を行う。
    特にチェック項目は定めない。外観等任意の確認を行う。

３．決勝日（日曜日）のエンジン再配付：
３．決勝日（日曜日）のエンジン再配付：３．決勝日（日曜日）のエンジン再配付：
３．決勝日（日曜日）のエンジン再配付：

（１）オーガナイザーより保管場所からエンジンを搬出する。
（１）オーガナイザーより保管場所からエンジンを搬出する。（１）オーガナイザーより保管場所からエンジンを搬出する。
（１）オーガナイザーより保管場所からエンジンを搬出する。

（２）再配付するエンジン毎に、エントラント立会いの下で、以下の項目を確認する。
（２）再配付するエンジン毎に、エントラント立会いの下で、以下の項目を確認する。（２）再配付するエンジン毎に、エントラント立会いの下で、以下の項目を確認する。
（２）再配付するエンジン毎に、エントラント立会いの下で、以下の項目を確認する。

     －各封印が設置された状態を確認。
     －各封印が設置された状態を確認。     －各封印が設置された状態を確認。
     －各封印が設置された状態を確認。

　　 －専用治具を用いてジョイントキャブレターの適合性を確認。
　　 －専用治具を用いてジョイントキャブレターの適合性を確認。　　 －専用治具を用いてジョイントキャブレターの適合性を確認。
　　 －専用治具を用いてジョイントキャブレターの適合性を確認。

　　 なお、確認に際してはオーガナイザーの指示・管理の下、実作業をヤマハ担当者が行う。
　　 なお、確認に際してはオーガナイザーの指示・管理の下、実作業をヤマハ担当者が行う。　　 なお、確認に際してはオーガナイザーの指示・管理の下、実作業をヤマハ担当者が行う。
　　 なお、確認に際してはオーガナイザーの指示・管理の下、実作業をヤマハ担当者が行う。

（３）確認の後、エントラントにエンジンを配付（受渡）する。
（３）確認の後、エントラントにエンジンを配付（受渡）する。（３）確認の後、エントラントにエンジンを配付（受渡）する。
（３）確認の後、エントラントにエンジンを配付（受渡）する。

 ４．決勝レース終了後に実施する再車両検査：
 ４．決勝レース終了後に実施する再車両検査： ４．決勝レース終了後に実施する再車両検査：
 ４．決勝レース終了後に実施する再車両検査：

（１）技術委員により、全車両に対して各封印の設置された状態を確認する。
（１）技術委員により、全車両に対して各封印の設置された状態を確認する。（１）技術委員により、全車両に対して各封印の設置された状態を確認する。
（１）技術委員により、全車両に対して各封印の設置された状態を確認する。

（２）技術委員により、再車両検査対象車両のエンジンに対して専用治具を用いてジョイント
（２）技術委員により、再車両検査対象車両のエンジンに対して専用治具を用いてジョイント（２）技術委員により、再車両検査対象車両のエンジンに対して専用治具を用いてジョイント
（２）技術委員により、再車両検査対象車両のエンジンに対して専用治具を用いてジョイント

　　 キャブレターの適合性を確認する。
　　 キャブレターの適合性を確認する。　　 キャブレターの適合性を確認する。
　　 キャブレターの適合性を確認する。

     なお、確認に際しては技術委員の指示・管理の下、実作業をヤマハ担当者が行う。
     なお、確認に際しては技術委員の指示・管理の下、実作業をヤマハ担当者が行う。     なお、確認に際しては技術委員の指示・管理の下、実作業をヤマハ担当者が行う。
     なお、確認に際しては技術委員の指示・管理の下、実作業をヤマハ担当者が行う。

５．エンジン交換申請に基づく配付時（適宜）：
５．エンジン交換申請に基づく配付時（適宜）：５．エンジン交換申請に基づく配付時（適宜）：
５．エンジン交換申請に基づく配付時（適宜）：

（１）
（１）（１）
（１）登録済みエンジンが故障、破損した場合には、競技会審査員会の承認のもとに、

登録済みエンジンが故障、破損した場合には、競技会審査員会の承認のもとに、登録済みエンジンが故障、破損した場合には、競技会審査員会の承認のもとに、
登録済みエンジンが故障、破損した場合には、競技会審査員会の承認のもとに、

　　　1競技会１回変更（交換）することができる。なお、変更が認められた場合、
　　　1競技会１回変更（交換）することができる。なお、変更が認められた場合、　　　1競技会１回変更（交換）することができる。なお、変更が認められた場合、
　　　1競技会１回変更（交換）することができる。なお、変更が認められた場合、

　　　オーガナイザーより配付するエンジンの抽選を実施する。
　　　オーガナイザーより配付するエンジンの抽選を実施する。　　　オーガナイザーより配付するエンジンの抽選を実施する。
　　　オーガナイザーより配付するエンジンの抽選を実施する。

（２）抽選されたエンジン毎に、エントラント立会いの下で、以下の項目を確認する。
（２）抽選されたエンジン毎に、エントラント立会いの下で、以下の項目を確認する。（２）抽選されたエンジン毎に、エントラント立会いの下で、以下の項目を確認する。
（２）抽選されたエンジン毎に、エントラント立会いの下で、以下の項目を確認する。

     －各封印が設置された状態を確認。
     －各封印が設置された状態を確認。     －各封印が設置された状態を確認。
     －各封印が設置された状態を確認。

     －専用治具を用いてジョイントキャブレターの適合性を確認。
     －専用治具を用いてジョイントキャブレターの適合性を確認。     －専用治具を用いてジョイントキャブレターの適合性を確認。
     －専用治具を用いてジョイントキャブレターの適合性を確認。

     なお、確認に際してはオーガナイザーの指示・管理の下、実作業をヤマハ担当者が行う。
     なお、確認に際してはオーガナイザーの指示・管理の下、実作業をヤマハ担当者が行う。     なお、確認に際してはオーガナイザーの指示・管理の下、実作業をヤマハ担当者が行う。
     なお、確認に際してはオーガナイザーの指示・管理の下、実作業をヤマハ担当者が行う。

（３）確認の後、エントラントにエンジンを配付（受渡）する。
（３）確認の後、エントラントにエンジンを配付（受渡）する。（３）確認の後、エントラントにエンジンを配付（受渡）する。
（３）確認の後、エントラントにエンジンを配付（受渡）する。


